
退職会員に移行して､自らの終生のセーフティネットを備えましょう 
　今年度退職予定のみなさまにおかれましては、これまで現職会員として長年本会を支えていただき、誠にあ
りがとうございました。
　今みなさまは、一日一日を感慨深くお過ごしになると同時に、退職後の生活に不安を感じておられる方も多
いのではないでしょうか。その第一は、健康への不安です。そしてそれは、医療費負担の増加への不安につな
がります。｢2025年問題｣をひかえ、今後さらに医療費の自己負担が増えることが予想される中､「療養補助金
給付事業」を柱とする退職互助会は、まさに退職後の終生のセーフティネットなのです。
　退職を迎えられたみなさまは、退職会員に移行することによって終生のセーフティネットを備えることがで
きます。本会に加入して「本当に助かった」、「入っていてよかった」という意見が多く寄せられています。
逆に、加入（移行）しなかった方から、「いまからでは入れないか」と悔やむ声がよく聞かれます。 
　本会に加入して療養補助金の給付をほとんど受けずに長寿をまっとうした方は損をしたのかもしれません。
しかしそれは、退職後大きな病気をすることもなく健康に過ごせたということでもあります｡「助けられる側」
ではなく「助ける側」で生涯を終えることができた、これほど幸せなことはないのではないでしょうか。 

｢２０２５年問題｣に備える  


